
1 

 

           

2013年 12月 13日発行（通算第 70号） 発行 高橋 光夫方 呑川の会 

連絡先 〒145-0061 大田区石川町 1-26-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤 英明 記 

 

全５回の、この呑川講座は、大田区立池

上会館 3階、第 3会議室で、１０月３１

日（木）～１１月２８日（木）執り行わ

れました。 

この呑川講座は、いわゆる「連携講座」

で、大田区教育委員会主催（大田区社会

教育課）、呑川の会で、実施いたしました。 

１１月２８日（木）本日、全ての日程を、

無事終了しました。 

１１月１４日は、呑川上流ウォーク、ま

た、１１月２１日は、呑川下流のウォー

クも天候に恵まれ予定通り実施しました。 

１０月３１日の第 1回講座では、呑川の歴史と現代の課題との主題で、呑川の会顧問大坪庄

吾の講演が約１時間。 

続いて、高橋現代表の「昭和３６年答申」を中心とする呑川現代史（36答申とその背景・

清流復活事業）の講演でした。 

１１月７日の第２回講座では、呑川の生きもの・樹木のテーマで、高橋代表と可児会員の講

演でした。 

１１月１４日の第３回講座では、呑川の「水」・水の循環のテーマで、福井元代表の講演で

した。 

１１月２１日の第４回講座では、呑川の流れのテーマで、白石副代表の講演でした。 

続けて、呑川と内川、それに六郷用水のテーマで、寄立さんの研究発表講演と古い呑川を考

えるのテーマで菱沼会員の「聞き書き」からのスピーチでした。 

の み が わ 

「区民による、区民のための連続講座」 

もっと知りたい、深めたい、郷土の川、呑川 

呑川講座 が、開催されました。 
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そして、最終日の 11月 28日は、呑川の魅力とその未来のテーマで、菱沼会員の講演でした。 

今回講座の特徴は、全て、いわゆるパワーポイントソフト使用＝大型スクリーンに、映像や

文字を映し出し、講演者が、これを見ながら説明をすることです。 

この様な発表は、現代ではごく当たり前に広く行われており、それ程珍しいものではありま

せん。しかし、呑川の会の様な、地味で年齢構成が高い団体としては、初めての事でもあり、

準備には相当の時間と労力が必要でした。当日の発表も慣れないせいで緊張の連続でしたが、

受講者には、概ね好評でした。 

以下は、高橋光夫現代表が、呑川の会とのかかわりについて、語った文章です。 

『「呑川」は「コンクリート 3面張り直立護岸」という、典型的な都市中小河川です。 

都会に、とりわけ大田区には山は無く、自然と言えば「公園」か「川」になります。 

私は、会社勤め現役時代は、電気・電子関係のいわば「かたい」仕事をしていました。 

電機関連の中小企業に勤め、主に商品の設計・開発分野を歩いてきましたが、 仕事に追い

まくられるさなか、ふっと目にとまったのは、１９９７年３月「大田区報」の 「呑川から

都市河川を考える」連続講座の案内。 

自分の視野の外にあった世界に心を惹かれ、講座修了後には他の参加者も同じでしたが、 

「もっと呑川のことを知りたい、深めたい、郷土のことも判りたい」という気持ちが 高ま

ったのです。』 

この言葉が、今回呑川講座のテーマになり、キャッチフレーズにもなりました。 

なお、この講座終了後 4名の方々が、呑川の会へ入会をして頂きました。 

新入会者のご紹介は、後半ページに掲載されてますので、ご一読願えれば幸いです。 

 

 

大坪庄吾 記 

 

10月９日（水）午後 おなづか小学校で大

田区教育研究会の総合学習の公開授業があり

ました。呑川の会からは６人が参観しました。

担当した先生は４年２組の古市佳織先生です。

おなづか小学校では６月３日に呑川の会で協

力したウオークのあと、夏休みに有志で呑川

下流のウオークをしています。また、10月７

日には、大坪が参加して子どもから質問に答

える授業も行っています。 

今回は「呑川復活大作戦」というテーマで、

呑川で学習したことを誰にどのように伝えるかを主題にしたものでした。子どもたちに配ら

れた用紙に個々人で考え、途中から４．５人のグループに分かれてまとめるという授業でし

た。個々の考えは付箋紙に記入させ、グループで同じようなものをまとめる作業をしていま

した。これにかなり時間がかかり、話し合ったことを発表しあうのは次の時間に持ち込まれ

2013/10/9 

おなづか小学校の呑川学習 



3 

 

ました。教室には、呑川をきれいにするために自分たちができることが掲示してありました。

例えば水道をこまめにとめる。おふろの残り水で洗濯をする、油料理の時、食後、皿に付い

た脂分を、キッチンペーパーで拭いてから洗うなど、細かいことに配慮したことが掲示され

ていました。 

終了後、教育委員会からきた矢部洋一（指導主事）氏の参加のもとに研究協議会が行われ、

大坪が参加しました。呑川学習が 30時間行われ、26時間目がこの日の授業だったことが、

わかりました。テーマが環境問題であったため、この授業になぜこんなに時間を使ったのか

の質問に対し、ひとつのことに永続的に関心をもたせることに意味があることとまとめられ

ました。私見ですが、呑川学習にこんなにも取り組んでいるのかと感謝したい気持ちでした。

今後の授業を本日の話し合いをもとにどうまとめるか期待しています。最近の授業は「教え

る」のではなく「関心をもって取り組む」ことに力をいれていることもわかりました。 

 

 

福井 甫 記 

 

 久原小学校では毎年 4年生の総合学習で「呑川」を

取り上げ、私たちも呑川ウォーキングで説明役を務め

るなど協力してきました。 

 子どもたちは 2学期には研究成果を中間でまとめ、

クラス内で発表し、それを他の子どもたちが質問、提

案し、内容を深め、その後の呑川研究に役立てる場を

設けていますが、今年はその場に呑川の会はゲストテ

ィーチャーとして招かれた次第です。 

 各クラスは「環境（生きもの）」、「安全（洪水）」、「関

心（地域の人々の呑川への関心）」の 3テーマの中か

ら自分が関心を持つテーマを選び、さらに同じテーマ

を選んだ子どもに 2つにわけ６つの小グループにする。

各小グループは５，６人となるが、2学期はその小グ

ループ単位に自分たちで研究を深めつつ、望ましい呑

川の姿を考えてきた。その中間発表に呑川の会が呼ば

れたことになります。 

 また久原小は平成２３，２４，２５年度の東京都の

言語能力推進校指定校であり、その授業は指定校としての研究発表会の発表授業に組み込ま

れたので（10月 25日実施）、父兄・区内だけでなく、他区からも参観者が見えました。 

 

 具体的に子どもたちから提案された呑川未来プランは私が「安全」に入ったので「安全」

だけだが例えば次のようなものでありました 

2013/10/19～25  呑川学習の 中間発表 

久原小学校 東京都言語能力向上推進校 の研究発表会として 
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・ 「逆スーパー堤防」と言って、全く逆に堤防の下を大きく掘削し、大きな池にしてしま

い、魚、野鳥が多く生息できるようにする 

・ 区民の関心度が低い呑川をもっと知ってもらうため「呑川温泉」を川沿いに設ける 

・ 呑川沿いのフェンスをガラスにして川を見やすくするとともに洪水対策にもする。 

などなど。 

「関心」では、スタンプラリーと公園や遊び場を作るなどが提案されました。 

 子どもたちは実際によく調べていて柿田川、目黒川等の他の川での事例を参考にする、ネ

ット等で調べる、またプレゼンテイションの仕方も専門家並みの図面、模型の作成など、4

年生は敗戦時だった私の時代と比べてただただ驚くばかりです。 

 朝ドラの「あまちゃん」ではないが、私たちの地元である「呑川」に子どもたちが強い関

心を持ってくれることはうれしいことです。 以前 久原小学校のスクール・サポーターの

白井さんから「子ども呑川の会」をつくってはという提案をいただきましたが、私たちの現

在の力ではむつかしいとお断りしました。 しかし雪谷小学校の夏の「ワクワク教室」に参

加した子どもの中には 2年連続で参加した子どもも何人かいます。 一度参加すれば十分と

思うだろうと思っていたのに。 

こうして改めて子どもたちの呑川に対する強い関心を思うと個人的には何らかの形で、

「子ども呑川の会」が出来ないかと思います。 

 ここ数年 毎年 呑川を大学、大学院の卒業論文で取り上げる学生さんがいる。そのよう

な学生さんは卒業するともっと広い分野に進まれて、それはそれでうれしいのですが、「呑

川」にとっては淋しい。 今 呑川に関心のある 4年生が将来 広い分野に進む人がいる一

方、一人でも若い時から呑川に積極的に関われる若ものがでないものかとも思います。 

 

呑川沿岸（工大橋～河口）の樹木  

     第 20回 紅葉の樹木      可児 昭雄 記 

 

あちらこちらで紅葉の話題が聞こえる季節になり、昔から

春は「花見」に対し、秋は「もみじ狩り」と言われるよう

に、呑川沿岸にもちらほら見られ楽しい季節である。 

 紅葉と言われるのは、主に楓が紅くなることの様であるが、

ドウダンツツジ等が紅くなることも含まれる。また銀杏の

ように葉が黄色になる黄葉がある。二つの色が交じり、な

お一層楽しめる。 

 呑川沿いにも、この様な景色ができると秋の風情が楽しめ

るのではないか。 

←石川公園：トウカエデ（黄） 
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←石川町二丁目公園：モミジ（紅） 

欅ケヤキ・榎エノキ・山クワ（黄） 

 

呑川沿いの紅葉：楓（カエデ）、花水木（ハナミズキ）、

ドウダンツツジ、桜等 

     黄葉：銀杏（イチョウ）、トウカエデ、ユ

リノキ、雑木等 

日本ではモミジの葉を「てんぷら」・「菓子」にして

食べ、アメリカではサトウカエデの幹から樹液を採

取し、メイプルシロップにする。 

 

 

 

高橋 光夫 記 

 

「呑川講座 2013」の最中に行われたこの

ウォークには、講座参加者も２名参加、

「原宿駅」からスタートした。 

竹下通り・ブラームスの小径などおしゃれ

な街並みを通り抜け、紅葉のきれいな表

参道の歩道を歩く。 

今はフタ掛けされて見えないが、この歩

道の下を「渋谷川」（隠田川）が流れてい

た。 

源流は「新宿御苑」や「明治神宮」などの

湧水だが、途中で「春の小川」の 

モデルとなった「河骨川」や「宇田川」の

流れを集め「渋谷」の谷へ向かう。 

「渋谷駅」からは、突然、水の流れが現れ

る。「36答申」では「天現寺橋」までフタ掛

けされる予定だったが、 

実際には「渋谷駅」付近から下流が開渠

となった。 

しかしこの地域はビルの林立する繁華街、

川沿いにビルが建ち並び散策路は無く、

橋からしか川は見えない。 

水量は多くないが、あちらこちらからきれ

いな湧水が流れ込む。 

2013/11/9 秋の都市河川ウォーク 

渋谷川・古川」を散策 
 

― 都会のビルを縫うように流れる、湧水豊富な都市河川 ― 
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さらに「並木橋」付近からは、呑川同様「高度処理水」

が流れ込み水量を増す。 

やがて「港区」に入ると「古川」と名前を変え、カモや

魚も見られたが、川の上は高速道路が走る。工事中

の古川貯水池、親水公園を見て、途中バスを利用

したが河口の竹芝桟橋まで歩く。 

好天に恵まれ、典型的な「都市河川」を見る、楽しい

1日となった。 

 

呑川の会新会員・準会員のプロフィール 

1.菊池 均さん：西蒲田在住。呑川の会へ入会して、環境ボランティアをしたいとのことです。 

2.源関ゆりかさん：放送大学大学院の学生さん。東京大学中村助教の紹介です。今後の活躍に期待

しています。蒲田５丁目在住。（準） 

3.大澤忠行さん：池上 7 丁目在住。いろいろなことに関心を持ち、大田区「さわやかサポート」事

業の食事ボランテイアに取り組んでこられました。川を眺めて、歩くのも好きと仰っています。 

4..沼田博志さん：横浜市港北区在住。区立図書館の司書。地域（郷土）の歴史に強い関心がある。

それぞれの個人の「力量」や「知見」が、楽しく活かせる会の活動が望まれます。 高橋 光夫 記 

呑川の会新会員  

この度、10～11月に実施された、呑川講座で、入会された菊池 均さんの自己紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味は、自然環境保全等で、環境ボランティア志望です。写真については、プロ級の腕前で、パソ

コンにも造詣が深く、写真の傾き修正・色調調整もおやりです。ご活躍を期待しています！（工藤 

英明 記） 

 

2013/10/20 

呑川をきれいにするための意見交換会報告  菱沼 公平 記 

意見交換会は都市基盤管理課・藤澤係長の司会で始まった。 

  私の家は西蒲田二丁目で、呑川から少し離れたほとりで育ち、

子育てを経て、長いサラリーマン生活をこの八月に卒業いたしま

した。ここ数年、健康のためのウォークで呑川の側道をよく歩く

のですが、覗き見る鯉や鴨達の姿を追いつつ、「このコンクリート

三面張りの深くえぐれた川をもうちょっと親しめる川に出来ない

か、」の思いを募らせていたところ、この会を知り入会いたしまし

た。今後は微力ですが、よろしくお願いいたします。 

菊池 均（きくち ひとし） 
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１． 畑元都市基盤管理課長、舘野呑川ネット代表がそれぞれを代表してあいさつを行った。 

２． 大田区からの報告が行われた。 

１） 呑川水質浄化対策の取り組みについて 

○水質浄化対策の方向性として「呑川水質浄化対策研究会」今年の 8月に発足した。この会の

構成は、東京都建設局・下水道局・環境局、呑川流域の目黒・世田谷・大田区である。そこで

具体的には①下水道対策（合流改善）、②流域対策、③河川対策を中心に検討していく。 

○高濃度酸素水の浄化実験結果については、プロジェクターを使いながら説明を行った。①放

流口から上流側 150ｍ、下流側 100ｍの範囲で効果が見られた。②汚濁負荷の著しい夏季や出

水後は実験機（100㎥/ｈ）では改善効果は小さくなる。③越流水発生後の貧酸素状態からの回

復には 1週間ほどかかる。 

 この結果、日蓮橋～夫婦橋間の水質改善を計るには、3地点に 300㎥/ｈ規模（実験機の 3倍）

の設置が必要。これには建設費約 16 億円、維持管理費約 4 千万円かかり現状では建設は無理

である。 

 これに対し、高濃度酸素水、ジェットストリーマー、薬剤散布など複合的な対策で費用の軽

減含めて検討する必要があるのではとの指摘もあった。 

 また、自然の力を活用するということで、ヨシを植えるとかカキがらを散布するとかも考え

られないのかとの指摘もあった。 

○ジェットストリーマーについては、川の流れの強さを増強でき、上層の水と下層の水とを拡

販することでスカムの発生を抑える事が出来ると考えている。新しい装置で北区では成果を上

げているので、呑川に対応できるかの検討も行っている。総合的に検討する。 

○犬走りの調査結果については、4 月 26 日に第 1 回目が行われた。この時は犬走りの汚泥か

らはひどい臭気は認められなかった。川の水もきれいだった。そこで近隣住民から犬走りが汚

れている時に調べてほしいとの要望が出された。6月 16日に大量の小魚（プレス発表、5,000

匹）が死んで浮いていた。そこで区は急遽 6 月 25 日に 2 回目の調査を行った。この時は汚泥

から臭気を感じた。 

 犬走り部の露出を抑えるために呑川の水量を増やせないのかという質問に対し、落合からも

処理水は 3河川で使用しているので増水は無理である。 

３． 質問等に対する説明 

１） 合流式下水道の改善について 

河川対策、下水道対策、流域対策等を総合的に考えていく。平成 19 年度に設置した「呑川水

質浄化対策研究会」を再開、拡充し、総合的な取り組みを研究していく。 

また、合流改善では東京都下水道局が発表した「経営計画 2013」において、呑川流域の合流

改善を重点的に取り組むと位置づけ、「初期越流水の貯留施設の建設」等を含め区と連携して

検討することにしている。 

２） 下水道法 21条、政令 12条 3項の水質検査の実施状況について 

東京都に確認したら、法令に基づき、水質検査を実施しているとの回答を受けた。 

これに対し、ネットから「具体的数値は」との質問に対し具体的回答はなかった。 

３） 越流回数の把握方法について 
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越流水の発生は分からず、越流口も 24 カ所もあり、正確な調査は出来ていない。このため平

成 24 年度は、①世田谷区内の降雨量や、②工大橋や池上での水位・雨量、③呑川パトロール

時の目視から、平成 24年度：62回を推定した。 

平成 25 年度は制度を上げるため、④降雨の観測点を呑川流域にある目黒区東根、宮前、世田

谷区玉川を追加、⑤呑川パトロールを平日は原則毎日実施。またカメラを 2カ所に設置して監

視することも行っていく。 

４） ユスリカ対策について 

① 捕虫器設置実験の結果について 

平成 24年度に 2基、今年度は 9月までに 3基商用電源で設置した。24年度設置の 2基は、2

週間から 1カ月に 1 回程度実施した。12 月から 3月は少なめで、ばらつきはあるがおよそ数

百から数千匹であった。 

② 魚が生息しやすい環境整備について 

東京都では護岸改修の機会を捉えて、ネットなどの意見を聞いて、平成 23年度までに例えば

道々橋下流区間に於いて魚の生息しやすい環境の整備（河床の水抜孔に天然石を詰めたフトン

籠を設置し、魚のたまり場とする等）を行った。ユスリカの減少と魚の生息については、皆様

の日頃の観察による貴重なご意見として参考にさせて頂きます。 

５） 呑川緑道の整備について 

呑川緑道の整備については、東京都が護岸壁面緑化工事及び転落防止柵設置工事を行い、区で

は、舗装改良、植栽、街路灯の設置などの工事をしている。 

また、呑川緑道の整備は、「大田区 10 か年基本計画 おおた未来プラン 10 年」の計画事業と

位置付け、平成 21～25年度の 5か年で 1,200ｍの整備を目標に、平成 25年度末で約 1,150ｍ

の整備完了見込みである。 

６）オイルフェンスのゴミ収集について 

    オイルフェンスは、大森管内 1 個所、蒲田管内 2 個所の計 3 個所を順番に設置しており、設置

程度は 1週間程度を目安としている。 

７）河床整正（しゅんせつ）について 

    河床整正については、平成 22 年度から 23 年度にかけ、河床の凹凸があり、汚濁物質が溜まり

易い太平橋から JR 橋の区間で約 680ｍ３の掘削を行なった。河床整正は、双流橋付近や JR 橋

より下流の区間も含めて、全体の河床勾配等を考慮して施工することが必要。今後の事は東京

都と調整しながら検討する。 

以上 

 

 

編集後記 

サザンカの花が、満開となり、街には早くもクリスマスツリーや、ネオンサイン、イルミネーショ

ンなど、華やかな年の瀬を思わせる季節となりました。10 月 31 日から全 5 回の呑川講座につきま

しては、新規ホームページを開設いたしました。パソコン・スマートフォンなどで是非ご覧いただ

きたくご案内申し上げます。ｕｒｌ：http://home.n00.itscom.net/nomikoza/ 

呑川の会本ホームページの最上段バナーをクリックし、このｕｒｌに遷移してもご覧いただけます。

このサイトを「のみがわは流れる 2015」（仮称）に名称変更し編集の土台とする予定です。呑川の

会々員各位からの投稿をお待ちしています。  工藤 英明 

http://home.n00.itscom.net/nomikoza/

